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多様な人材の活用（女性・外国人など）

“よりより”シンボルマークと
会員登録フォーム

持続可能な建設業に向けた担い手の確保

に向
け 課題を



　県内各地で業界団体と連携し「土木の日」をＰＲするイベン
トを開催しています。
　また、国・県・市・長崎大学・業界団体で長崎県「土木の日」実
行委員会を組織して、令和7年度は長崎市浜町ベルナード観
光通りでパネル・模型展を開催し、多くの方で賑わいました。

　県の主要な事業を紹介するとともに、県
内の土木に関する情報を発信しています。
　工夫をこらした特集や各種イベント、土
木部の取組などをお伝えしていきます。

　県内のインフラ施設を観光資源として発掘・整備
し、地域の独自性を活かした魅力ある観光コンテン
ツとして活用するため、官民による推進体制を構築
するとともに、モデル地区におけるモニターツアー
を実施しています。

ダムや橋など普段入れない構造物内部の見
学や迫力ある景観を楽しみつつ、土木技術を
学べるインフラツーリズムを推進します。

　公共事業の役割やそれを支える建設業の魅力を発信する
ため、「１万人、土木・建築体験プロジェクト」の一環として、親
子、中高生、女性など様々な方を対象に現場見学会を実施し
ています。

「土木の日」や現場見学会による情報発信

土木部広報誌（DOVOC通信）

インフラツーリズムの推進

女神大橋モニターツアーの様子

機会あるごとに現場見学会を設け、事業の目的や
必要性、進捗状況、建設業の魅力を理解していた
だく場としています。

11月18日が「土木の日」であることにちなんだイ
ベントを開催しています。

道路や港、川などの事業内容及びその効果など
「土木」に関するホットな話題を紹介するために、
平成19年8月から年３回（令和４年度より年4回）
発行しています。





（第１版）」へ改定し、

　　　　　　　　　　　　　　　ICT技術研修を
県内各地で実施しています。
　なお、研修の内容は地域や企業のニーズに応じた
ICT技術に関する講義や製品紹介で構成しています。



長崎県内の建設投資額・建設業許可者数・従事者数・完工高経常利益率の推移
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